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従属電源

参考資料
　　電気工学ハンドブックほか

回路中の別の枝の電流あるいは電圧によって制御される電源を、
「従属電源dependent source」という。オペアンプやトランジスタ回路

などの電子回路の等価回路などで用いる。

± は電圧源、 は電流源を表す。
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（１）従属電源=（被）制御電源　を紹介します。
回路中の別の枝の電流あるいは電圧によって制御される電源を、「従属電源dependent source」ある
いは「制御電源controlled source」という。「制御電源」は「被制御電源]という方が分かり易い。
制御側が電流、電圧と２種類あり、被制御側にも電流、電圧の２種類があるので都合4種類が考えら

れる（下図参照）。図は実際の回路構成を表すわけではなく、等価的に表せるという意味である。

± は電圧源、 は電流源を表す。
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b.電圧制御型電流源
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c.電流制御型電圧源
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d.電流制御型電流源
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（２）二次側の開放電圧と短絡電流

二次側の開放電圧は、i2=0 のときの
電圧v2Oである。

二次側短絡電流は、二次側を短絡し
たとき、すなわち、v2=0 のときの i2S
である。
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a.電圧制御型電圧源回路

　の短絡電流
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b.電圧制御型電流源回路の短絡電流
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a.電圧制御型電圧源回路

　の開放電圧

1v
+

-

1i

Zi ±

02 =i

12 vkv vO =
Zo +

-

1vgm

b.電圧制御型電流源回路
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c.電流制御型電圧源回路

　の短絡電流
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d.電流制御型電流源回路
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1iki

12 iki iS =

02 =vZo1v
+

-

1i

Zi

0

1iki

d.電流制御型電流源回路
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c.電流制御型電圧源回路
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